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必ず２℃〜 15℃で保存してご提出ください。

必ず 16℃〜 30℃で保存してご提出ください。

必ず− 10℃以下で保存してご提出ください。

検査項目・材料・採取方法
ご依頼の際は、必ず材料・由来を明記してください。

【食 品 関 連 検 査】本社のみ
項目コード 検　査　項　目 検査材料 容　器 保　存 検査方法 所要日数 実施料 備　　考

9000 食品検査 食品
50〜100ｇ 滅菌採取袋 スパイラル

プレーティング法

増菌法

６〜14

9100 ふきとり検査　注１ 食品調理環境材料
　　　　注２ 綿　棒 ６〜８

手形スタンプ培養　注３ 手　指 手形専用培地 培養法 ６〜８

9051 食品検査MFパックS
（食中毒起因菌13菌種一括検査）

食品
50〜100ｇ 滅菌採取袋

スパイラル
プレーティング法

６〜８

9051 ふきとり検査MFパックS 注１
（食中毒起因菌13菌種一括検査）

食品調理環境材料
　　　　注２ 綿　棒 ６〜８

5357 ノロウイルス 食品
50〜100ｇ 滅菌採取袋 リアルタイム

PCR法 ２〜７

予約検査です。
・検査内容は事前に弊社
にご連絡ください。

・採取方法などご説明い
たします。

【環　境　検　査】
項目コード 検　査　項　目 検査材料 容　器 保　存 検査方法 所要日数 実施料 備　　考

ふきとり検査 環境材料適量 　スワブ１号 混釈培養法 ４〜７

スタンプ培養同定 環境材料 スタンプ培地 培養同定 ４〜７

5069 レジオネラ菌（環境水） 環境水・浴槽水
500mL以上 滅菌容器 メンブランフィルター法 ７〜10

環境水の一般細菌検査 環境水・浴槽水
10〜50mL 滅菌容器 混釈培養法 ４〜７

9302 落下細菌検査（環境） 環境材料 専用培地 培養同定 ４〜７

P003 環境水の大腸菌検査 浴槽水・原水・上がり用水
100〜200mL 滅菌容器 特定酵素基質培地法 ４〜７

P002 環境水の大腸菌群検査 環境水・浴槽水
10〜50mL 滅菌容器 混釈培養法 ４〜７

9641 透析液細菌検査
[平板塗抹法]

透析液
20〜30mL 滅菌容器 平板塗抹法 ８〜12

9642 透析液細菌検査
[メンブランフィルター法]

透析液
200mL以上 滅菌容器 メンブランフィルター法 ８〜12

9707 内視鏡洗浄液検査　注２ 内視鏡洗浄液
10〜100mL 滅菌容器 メンブランフィルター法 ４〜７
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予約検査です。

・検査内容は事前に弊
　社にご連絡ください。
・採取方法などご説明
　いたします。
・専用培地、容器につ
　いてはお問い合わせ
　ください。

室温

冷蔵

冷蔵

冷蔵

冷蔵
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環境検査・食品関連検査

注１

注１：環境水からレジオネラ菌が検出された場合は、FAXにてご報告させていただきます。
注２：内視鏡洗浄液検査の詳細についてはお問い合わせください。

※　食品検査およびふきとり検査は、検査の都合上、月曜日〜木曜日の間にご依頼ください。
※　材料をご提供いただく際の容器（食品検査の袋およびふきとり検査の綿棒）は、滅菌された専用品を用意しております。
　　弊社までご連絡ください。

注１：まな板、包丁などの調理器具が対象です。
注２：調理器具を綿棒で10cm×10cm角内を拭ってご提出ください。
注３：手形スタンプ培養は、培養した手形培地の写真撮影をおこない報告書といたします。手指に付着していた菌の状態が目視できるため、
　　　手指衛生の確認などにご利用ください。



〒 384-2201　長野県佐久市印内 659 番地 2
TEL：0267-54-2111 ㈹  FAX：0267-54-2444   e-mail：mml@miroku-lab.co.jp
 【 ダイヤルイン ( 直通電話）８:30 〜 17:30（日曜・祝日、年末年始を除く） 】
　環境検査　0267-54-2441　　食品検査　0267-54-2443

株式会社 ミロクメディカルラボラトリー
臨床微生物検査施設

本　社
衛生検査所登録

第58号

〒 350-0809　埼玉県川越市鯨井新田 20 番 1
TEL：049-299-5858   FAX：049-237-8787  e-mail：mml-saitama@miroku-lab.co.jp衛生検査所登録

川越市第6号

埼玉ラボ

http://miroku-lab.co.jp
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レジオネラ菌（環境水）

透析液細菌検査

内視鏡洗浄液検査

食品関連検査
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